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【概要】従来、窒素含有廃水の生物処理では硝化工程と脱窒工程で窒素ガスにし処理していた。

今回、ゲル内部に硝化細菌と脱窒細菌を棲息させ、このゲル（包括固定化微生物担体）を好気

槽に投入し一槽で硝化脱窒処理する方式を開発した。 

【研究内容】  

硝化細菌と脱窒細菌を共存させた包括固定化微生物担体を浄化槽に投入し、廃水を好気処理

することにより同時硝化脱窒を行う。これにより一槽式で処理が可能となる。 

 従来法：廃水→硝化工程→脱窒工程→処理 

本開発方法：廃水→同時硝化脱窒工程→処理水 

特徴： 

●既存の曝気槽に包括固定化担体を投入することにより同時硝化脱窒が可能 

●一槽式で処理できるためコンパクトな装置を提供できる 

一槽式で処理での処理性能を下図に示す。 
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【実用化・活用が見込まれる分野・対象業種等】 

 水圏浄化、下水処理、産業廃水処理、観賞魚水槽の浄化 
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